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第１２回 みやぎ小・中学生いじめ防止動画コンクール最優秀・優秀作品一覧 

 

【最優秀賞】 

柴田町立船岡中学校 生徒会 

「新たな一面」 

「コミュニケーション」とはそれぞれの考えや気持

ちを伝え合うことです。日常生活において、会話をする

場面はたくさんあります。話すこと、聞くことは相手と

の共通点や新たな一面を発見するきっかけとなるはず

です。また、誰とでも気楽に話せる環境を作ることがよ

り良い学校生活に繋がっていくと思います。見た目や

偏見だけで決めつけるのではなく、相手を知り、互いを

認め合ってほしい。この作品には、そのような願いを込

めました。 

あなたも私たちと一緒に、誰かの良いところ、新たな

一面を探してみませんか。 

 

【優秀賞】 

蔵王町立宮中学校 生徒会 

 

「笑顔の意味」 

この作品は、全校生徒がいじめ防止について考える

道徳の授業から生まれました。一人一人がいじめにつ

いて考え、伝えたいメッセージや台本を作成し、その中

から選ばれた作品を映像化したものです。タイトルの

「笑顔の意味」には、同じ笑顔でも、そこに込められた

意味は、周囲の言葉によって大きく変わるという思い

が込められています。たった一言が、人を笑顔にするこ

ともあれば、心を傷付けることもあります。 

作品は前半と後半の二部構成になっています。一見

すると同じ笑顔でも、その場で交わされる一言によっ

て、温かい笑顔にも、苦しい笑顔にもなります。同じよ

うに見える場面であっても、言葉によっていじめにも

なり、思いやりのある温かい空間にもなり得ることを

表現しました。 

この作品を見た方には、言葉のもつ力と、その大切さ

について伝われば嬉しいです。 
 

【優秀賞】 

栗原市立志波姫小学校 ６年生 

「私たちの選択」 

私たちは、言葉には「人を深く傷つけてしまう武器」

にもなるし、「心を守るあたたかい盾」にもなる大きな

力があると考え、この動画を作成しました。 いじめを

なくすために大切なことは、特別なことではなく、日常

の中にある「大丈夫？」「いっしょに帰ろう」」などの

ほんの少しのあたたかい言葉の掛け合いです。動画で

は、私たちが実際に言われてうれしかったリアルな言

葉をテンポよくつなぎ、言葉一つで心が明るくなる瞬

間を表現しました。誰もが誰かの味方になれます。私た

ちはこれからもあたたかい言葉を選び続けます。 

 


